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研 究 会・シンポジウム報告 
 
2015 年 5 月 16 日（土） 定例研究会報告 
テーマ： 経済学と経済教育の未来を考えるシンポジウム 
報告者： 八木紀一郎（摂南大学教授）、大坂洋（富山大学准教授）、 
     炭谷英一（神戸市市消費生活マスター）、有賀裕二（中央大学教授）、 
     吉田雅明（社研所員） 
時 間： 13：00－18：20 
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2015 年 5 月 30 日（土） 定例研究会報告 
テーマ： 「アメリカの墓地と葬儀―The American Way of Death を考える」 
報告者： 黒沢 眞理子（専修大学文学部教授） 
時 間： 14：00－17：00 
場 所： 専修大学神田校舎 7 号館 773 教室 
参加者数：12 名 
報告内容概略： 
 アメリカの墓地と葬儀について、19 世紀に生じた田園墓地運動の全国的成功と 20 世紀
メモリアル・パークの特徴、エンバーミング、ヴューイング、及びヒューネラルハウスと
いった特徴を有する葬儀の歴史的展開と問題点とを検討し、過去と現在から考える墓地と
葬儀の今後の展望を考察した。 
 「死者の置場所」でしかなかった植民地時代の墓地が、1830 年代には市街地から郊外へ
移動し、英国式風景庭園のデザインを採用した「田園墓地」に変化した。田園墓地は美し
い自然風景観を持ち、また植物、彫刻が飾られ、墓地自体が観光名所、彫刻美術館などの
役割を果たすようになる。また、墓地所有の概念が生まれ、自己の不滅化文化へと移行し
た。19 世紀後半には営利目的の墓地が増加し、効率的・合理的設計がなされるなど、20
世紀に入り、墓地とは分からないほどの「メモリアル・パーク」が生まれることになった。 
 一方、葬儀については、遺体から処理した内臓、血液の下水道への流入や化学物質の大
量使用による土壌汚染を生じさせるエンバーミング、近年多額の費用がかかり、環境に大
きな負荷を与えるヴューイング、顧客の多様化で収益が下がるヒューネラル・ハウスなど、
葬儀の問題点を指摘した。 
 今後の展開として、カギを握るのはベビーブーマーたちである。というのも彼らはより
自然を好み、環境にやさしく、個性を重んじるからである。現在すでに 40％を越えている
火葬と自然葬の増加がさらに見込まれることを指摘した。 
 フロアからは、田園墓地「西漸運動」の負の側面、田園協会と田園墓地発展の関係、ス
テータスシンボルとしての墓地所有、田園墓地が長子相続された背景、田園墓地と芝生の
重要性など、多くの質問がなされ、活発な議論が交わされた。 
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